
決
定
論
と
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世
哲
学

 

自
由
に
つ
い
て

上
野
修
氏
は
、
十
七
世
紀
と
い
う
「
哲
学
者
た
ち

の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
住
人
で
あ
る
。
な
か
で

も
ス
ピ
ノ
ザ
と
は
と
り
わ
け
親
し
い
。
今
回
、
神

戸
学
院
大
学
人
文
学
部
を
訪
れ
て
、
人
間
に
自
由

意
思
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
の
扉
を
開
き
、

私
た
ち
を
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
招
く
。

迷
わ
な
い
よ
う
彼
の
裾
に
つ
か
ま
っ
て
、
私
た
ち

も
そ
の
地
を
踏
ん
で
み
よ
う
。

上野修 （うえのおさむ）

1951 年生まれ。 大阪大学大学院文学研究科単位取得退学、 現在、 大阪大学名誉教授。 専攻は

哲学 ・哲学史。

主な著書に、 『精神の眼は論証そのもの―デカルト、 ホッブズ、 スピノザ』 （学樹書院）、 『スピノザの

世界―神あるいは自然』 （講談社）、『スピノザ―無神論者は宗教を肯定できるか』 （NHK 出版）、『ドゥ

ルーズ / ガタリの現在』 （平凡社＝共著）、 『〈私〉 の哲学を哲学する』 （講談社＝共著）、 『哲学者

たちのワンダーランド―様相の 17 世紀』 （講談社） などがある。
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（水）１５ ： ３０　－　１７ ： ００

会場：神戸学院大学有瀬キャンパス 15号館 151J 教室
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